
14 市民の意見  NO.137　2013/4/1

お
粗
末
な
幕
引
き

昨
年
末
に
発
覚
し
た
名
雪
哲
夫
・
原
子
力
規
制
庁

元
審
議
官
に
よ
る
日
本
原
子
力
発
電
へ
の
文
書
漏
え

い
事
件
は
、
す
べ
て
の
責
任
を
個
人
に
か
ぶ
せ
、
古

巣
の
文
科
省
へ
の
出
向
と
い
う
大
甘
「
処
分
」
で
幕

引
き
が
図
ら
れ
た
。
名
雪
氏
は
発
足
以
来
４
ヵ
月
で

実
に
30
回
以
上
、
電
力
会
社
幹
部
と
「
儀
礼
的
あ
い

さ
つ
」を
行
な
っ
た
。
染
み
付
い
た「
原
子
力
ム
ラ
」

の
癒
着
体
質
は
、
氷
山
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
。

12
月
23
日
の
発
覚
に
も
拘
ら
ず
、
原
子
力
規
制
委

員
会
は
今
年
２
月
１
日
ま
で
公
表
を
遅
ら
せ
た
。「
原

子
力
災
害
対
策
指
針
」
や
「
新
安
全
基
準
」（
稼
働
基

準
と
呼
ぶ
べ
き
だ
ろ
う
）
骨
子
案
策
定
へ
の
影
響
を
回

避
し
た
の
は
明
ら
か
だ
。
そ
の
隠
ぺ
い
体
質
は
旧
原

子
力
安
全
・
保
安
院
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

パ
ブ
コ
メ
無
視
の
規
制
委
員
会

こ
う
し
た
中
、
２
月
に
は
原
発
再
稼
働
に
関
わ
る

２
つ
の
重
要
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

が
行
な
わ
れ
た
。
自
治
体
の
原
子
力
防
災
計
画
の
前

提
と
な
る
「
原
子
力
災
害
対
策
指
針
」
改
定
案
は
、

わ
ず
か
２
週
間
（
行
政
手
続
法
で
は
30
日
以
上
と
規
定
）

の
募
集
期
間
に
も
拘
ら
ず
、
規
制
委
の
予
想
を
超

え
る
３
１
５
５
件
が
集
ま
っ
た
。「
募
集
期
間
が
短

す
ぎ
る
」「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
防
護
措
置
準
備
区
域
）
等
の

区
域
が
狭
す
ぎ
る
」「
Ｏ
Ｉ
Ｌ
（
運
用
時
介
入
レ
ベ
ル
）

の
線
量
基
準
が
高
す
ぎ
る
」「
避
難
を
も
っ
と
早
期

に
開
始
す
べ
き
」「
住
民
説
明
会
の
開
催
を
」
な
ど

の
意
見
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
規
制
委
は
、
パ
ブ
コ
メ
を
反
映
さ
せ
る

審
議
を
一
度
も
開
か
ず
、
字
句
修
正
の
み
で
、
内
容

に
関
わ
る
意
見
は
ま
っ
た
く
取
り
入
れ
な
か
っ
た
。

か
つ
て
、
耐
震
設
計
審
査
指
針
の
改
訂
（
06
年
９
月
）

の
際
に
は
、石
橋
克
彦
委
員
（
当
時
）
の
要
求
に
よ
り
、

５
回
の
長
時
間
会
合
が
開
催
さ
れ
た
（
注
１
）。
今
回

も
こ
の
前
例
並
の
審
議
を
実
施
す
べ
き
だ
っ
た
。
こ

う
し
た
規
制
委
の
姿
勢
に
、
多
く
の
傍
聴
者
が
怒
り

の
声
を
上
げ
た
が
、
田
中
俊
一
委
員
長
は
「
主
権
者

の
声
を
無
視
す
る
な
」
と
の
問
い
か
け
に
「
十
分
に

配
慮
し
て
い
ま
す
」
と
平
然
と
言
っ
て
の
け
た
。

新
安
全
基
準
め
ぐ
る
攻
防

一
方
、
再
稼
働
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
新
安
全
基
準

（
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
と
地
震
・
津
波
設
計
基
準
）

骨
子
案
に
つ
い
て
は
、
22
日
間
に
、
約
４
３
０
０
件

に
の
ぼ
る
パ
ブ
コ
メ
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
扱
い
が

再
稼
働
の
行
方
を
大
き
く
左
右
す
る
。

基
準
骨
子
案
は
、
規
制
委
の
２
つ
の
検
討
チ
ー
ム

で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
と
も
に
原
子
力
事
業
者
か

ら
資
金
提
供
を
受
け
た
「
利
益
相
反
」
メ
ン
バ
ー

が
、
基
準
の
骨
抜
き
を
図
っ
て
き
た
。
地
震
・
津
波

設
計
基
準
で
は
、
元
電
力
中
央
研
究
所
の
谷
和
夫
氏

が
、「
工
学
的
な
計
算
に
よ
り
予
測
さ
れ
る
ず
れ
が

小
さ
け
れ
ば
、
建
屋
以
外
の
重
要
施
設
は
活
断
層
の

真
上
で
も
大
丈
夫
」
と
の
驚
く
べ
き
理
論
を
展
開
し

た
も
の
の
、
和
田
章
氏
や
鈴
木
康
弘
氏
ら
に
強
く
批

判
さ
れ
、
さ
す
が
に
退
け
ら
れ
た
（
注
２
）。

こ
れ
に
つ
い
て
鈴
木
康
弘
氏
は
、「
こ
れ
ま
で
の

原
発
建
設
が
条
件
の
悪
い
場
所
で
も
技
術
力
で
克
服

す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
と
原
発
に

限
っ
て
は
不
確
実
さ
に
伴
う
リ
ス
ク
を
避
け
る
と
い

う
設
計
思
想
を
打
ち
出
し
た
と
い
う
意
味
で
、
画
期

的
で
あ
る
」（『
科
学
』
３
月
号
）
と
評
価
し
て
い
る
。

他
方
で
、
島
崎
邦
彦
委
員
長
代
理
が
主
張
し
て
い

た
「
約
40
万
年
前
以
降
の
活
動
が
否
定
で
き
な
い

も
の
を
活
断
層
と
す
る
」
と
の
見
解
は
、「
12
万
～

13
万
年
前
以
降
の
活
動
性
が
判
断
で
き
な
い
場
合
、

40
万
年
前
以
降
に
さ
か
の
ぼ
り
検
討
す
る
」
と
明
ら

か
に
後
退
し
た
。

す
べ
て
の
対
策
の
義
務
付
け
を

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
（
過
酷
事
故
）
対
策
で
は
、

検
討
チ
ー
ム
の
外
部
メ
ン
バ
ー
６
人
中
４
人
ま
で
を

利
益
相
反
者
が
占
め
、
山
口
彰
氏
、
山
本
章
夫
氏
ら

を
中
心
に
、
新
設
す
る
「
特
定
安
全
施
設
」（
第
２
制

御
室
な
ど
）
の
耐
震
性
を
値
切
る
な
ど
の
骨
抜
き
が

行
な
わ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
山
口
彰
氏
は
、
高
速
増

殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
推
進
す
る
文
科
省
の
作
業
部

会
委
員
も
兼
任
し
て
い
る
。
推
進
の
立
場
の
委
員
が

今
な
ら
原
発
再
稼
働
は
止
め
ら
れ
る
！

原
子
力
規
制
委
に
市
民
の
声
を
ぶ
つ
け
よ
う　
　

杉
原
浩
司
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特
集
　
安
倍
政
権
の
虚
実

同
時
に
規
制
の
立
場
の
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
は
、「
推

進
か
ら
の
独
立
」
を
掲
げ
る
規
制
委
に
と
っ
て
本
来

相
い
れ
な
い
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
規
制
委
が
排
除
し
て

い
る
井
野
博
満
氏
、
後
藤
政
志
氏
ら
原
子
力
に
批
判

的
な
専
門
家
か
ら
強
い
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

彼
ら
は
、「
小
手
先
の
追
加
対
策
で
な
く
、
設
計
の

根
幹
か
ら
見
直
す
べ
き
」「
可
能
な
対
策
す
べ
て
を

実
施
す
べ
き
で
あ
り
、
猶
予
期
間
を
置
く
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
」「
ベ
ン
ト
に
よ
る
放
射
能
放
出
を
前
提

と
し
た
対
策
は
無
責
任
」
な
ど
と
骨
子
案
を
厳
し
く

批
判
し
て
い
る
（
注
３
）。　

ハ
ー
ド
ル
を
高
め
、
再
稼
働
断
念
へ

一
方
で
、
更
田
豊
志
委
員
は
、「
加
圧
水
型
原
子

炉
（
西
日
本
に
多
い
）
で
は
フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト

の
設
置
に
猶
予
期
間
を
設
け
る
」
と
発
言
し
、
既
に

伊
方
や
川
内
、
玄
海
の
各
原
発
が
再
稼
働
第
一
候
補

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
大
飯
原
発
再
稼
働

の
再
現
だ
。「
全
て
の
設
備
を
義
務
づ
け
３
～
４
年

間
原
子
炉
を
止
め
る
と
、
逆
に
運
転
再
開
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
」
と
の
更
田
発
言
に
対
し
て
、
後
藤
政
志

氏
は
「
原
発
は
多
重
防
護
と
言
い
な
が
ら
、
最
後
の

フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
ベ
ン
ト
は
後
で
い
い
、
は
あ
り
得

な
い
。
全
て
揃
え
な
い
と
必
ず
後
悔
す
る
」
と
強
調

し
て
い
る
。

安
倍
政
権
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
審
議
す

る
有
識
者
会
議
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
、
脱
原
発
派
の
多

く
を
追
い
出
す
な
ど
、
露
骨
な
原
発
推
進
シ
フ
ト
を

敷
き
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
自
民
党
が
主
張
し
て

作
ら
せ
た
独
立
性
の
高
い
規
制
委
に
対
し
て
は
、
露

骨
な
政
治
介
入
が
出
来
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に

陥
っ
て
い
る
。
電
力
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
「
原
子

力
ム
ラ
」
と
脱
原
発
を
求
め
る
市
民
と
が
、
規
制
委

を
は
さ
ん
で
綱
引
き
す
る
構
図
だ
。

再
稼
働
を
止
め
る
正
念
場
は
、
新
安
全
基
準
が
施

行
さ
れ
る
７
月
以
降
で
は
な
い
。
ま
さ
し
く
今
が
そ

の
時
だ
。
新
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
再
稼
働
を
３
年
間
は
止
め
ら
れ
る
こ
と
も

明
確
に
な
っ
て
き
た
。
時
間
を
稼
ぐ
こ
と
で
、
電
力

会
社
を
再
稼
働
の
断
念
に
追
い
込
む
こ
と
も
可
能
と

な
る
。
主
張
の
柱
は
「
猶
予
期
間
を
設
け
ず
全
て
の

安
全
対
策
を
義
務
付
け
よ
」
と
「
活
断
層
の
定
義
に

つ
い
て
は
40
万
年
前
以
降
を
基
準
と
せ
よ
」
の
２
点

だ
と
思
う
。

私
は
、
３
月
10
日
に
行
な
わ
れ
た
「
原
発
ゼ
ロ
☆

大
行
動
」
の
日
比
谷
野
音
で
の
集
会
で
、
電
話
番
号

（
０
３
‐
５
１
１
４
‐
２
１
０
５
：
こ
れ
い
い
よ
！
つ
い
に

ゼ
ロ
へ
Ｇ
Ｏ
！
）
を
示
し
て
、
規
制
委
へ
の
働
き
か

け
を
呼
び
か
け
た
。
電
話
や
傍
聴
に
加
え
て
、
規
制

委
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
大
き
く
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
も
必
要
だ
（
注
４
）。

同
時
に
、
原
発
立
地
周
辺
に
お
い
て
は
、
少
な
く

と
も
30
キ
ロ
圏
内
の
自
治
体
に
は
、
再
稼
働
な
ど
の

判
断
に
お
け
る
同
意
権
を
含
む
電
力
会
社
と
の
安
全

協
定
を
結
ば
せ
る
こ
と
や
、
新
安
全
基
準
に
厳
し
い

ハ
ー
ド
ル
を
設
け
る
よ
う
、
自
治
体
に
規
制
委
へ
の

態
度
表
明
を
迫
る
こ
と
な
ど
が
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
原
発
立
地
の
人
々
と
共
に
昨

年
11
月
に
結
成
し
た
「
再
稼
働
阻
止
全
国
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
注
５
）
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
３
月
13
日
記
）

（
す
ぎ
は
ら
・
こ
う
じ
／
再
稼
働
反
対
！
全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
）

（
注
１
）「
電
力
会
社
の
『
虜
』
だ
っ
た
原
発
耐
震
指
針
改
訂
の
委

員
た
ち
」（
石
橋
克
彦
、
岩
波
書
店
『
科
学
』
２
０
１
２
年
８
月

号
所
収
）

（
注
２
）
明
石
昇
二
郎
氏
の
労
作
「
完
全
図
解	

蠢
く
！
原
子
力
ム

ラ
の
ゾ
ン
ビ
た
ち
」（『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』
２
月
25
日
号
所
収
）

に
詳
し
い
。

（
注
３
）
井
野
博
満
「
福
島
の
教
訓
を
生
か
し
て
い
な
い
再
稼
働

あ
り
き
は
危
険
だ
」（『
週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
３
月
19
日
号
）
な
ど
。

（
注
４
）
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対
す
る
取
り
組
み
は
、「
原

子
力
規
制
を
監
視
す
る
市
民
の
会
」
の
ブ
ロ
グ
（	http://

kiseikanshishim
in.jim

do.com
/	

）
を
参
照
。

（
注
５
）
再
稼
働
阻
止
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク	http://

saikadososhinet.sakura.ne.jp/ss/

原子力規制委員会前のヒューマンチェーン


